
酒呑童子伝説（しゅてんどうじでんせつ） 

時は平安朝、一条天皇の頃である。西暦1000年前

後、京の都は栄えていたが、それはほんの一握りの摂

関貴族たちの繁栄であり、世の中は乱れに乱れ民衆は

社会不安におののいていた。そんな世の中で、酒呑童

子は王権に叛き、京の都から、姫君たちを次々にさら

ったのである。 

姫君たちを奪い返し、酒呑童子を退治するため大江

山へ差し向けられたのが源頼光(みなもとのらいこう)

を頭に藤原保昌（ふじわらのやすまさ）並びに天王

の面々坂田公時(さかたのきんとき)、渡辺綱(わたなべのつな)、卜部季武(うらべのすえたけ)、 

碓井貞光（うすいのさだみつ）ら６名である。                  

頼光ら一行は山伏姿に身

をやつし、道中、翁に化け

た住吉・八幡・熊野の神々

から「神便鬼毒酒(じんべん

きどくしゅ)」を与えられて

道案内をしてもらい、途中、川のほとりで血のついた着物を洗う姫君に出会う。一行は、

姫君より鬼の住処を詳しく聞き、酒呑童子の屋敷にたどり着く。 

酒呑童子は頼光一行を血の酒と人肉で手厚く歓待するが、頼光たちは例の酒を童子と手

下の鬼たちに飲ませて酔い潰し、童子を討ち、手下の鬼共も討ち果たす。捕らわれている

姫君たちを救い出し、頼光たち一行は都へ上がるのである。                  

討ち取られた酒呑童子の首は、王権に叛いたものの見せしめとして川原にさらすめ、持

ち帰られるが、途中、丹波・山城の国境にある老の坂で急に重くなって持ち上がらなくな

り、そこで葬られたのである。（挿図写真は日本の鬼の交流博物館蔵「酒典童子絵巻」より） 

「老翁より神便鬼毒酒を授かる頼光たち」

「着物を洗う姫君たちに出会った頼光たち」

「頼光たちを手厚く歓待する酒呑童子」

「頼光たちに斬られる酒呑童子」 「都へ運ばれる酒呑童子の首」


